
（社）日本技術士会東北支部応用理学部会 

平成２３年度研修会 

 

「防災・減災に役立つ地形地質情報の公開 

～東北地方の活断層からボーリングデータまで～」 

 

 

講演：「みちのく GIDAS運営協議会」（地盤工学会東北支部地盤ＤＢ小委員会） 

     東北大学大学院工学研究科 森 友宏氏 

          ㈱テクノ長谷 布原啓史氏 

平成２３年７月８日 15時～17時 

ハーネル仙台 ３階 蔵王 A 
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とうほく地盤情報データベース

みちのくGIDAS

URL: http://tkkweb01.tohokukk.jp/gidas/
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1. みちのくGIDASの概要
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東北地方において，これまで蓄積された
地盤・地質・地盤災害情報を広く収集・
電子化し，GIS（地理情報システム）上
にデジタル地盤情報データベースを作成．

これまで，国・自治体・企業等が独自
に保有していた情報の共有化を図る事に
より，地盤情報の有効活用を目的とする．

とうほく地盤情報データベース
「みちのくGIDAS(ジーダス)」

GIDAS：Geo Informational Data Application System
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とうほく地盤情報データベース
「みちのくGIDAS(ジーダス)」

・東北地方の地盤情報，地図情報，過去の災害情報をWeb上で
重ね合わせて閲覧可能としたデータベースシステム．

・Web閲覧可能な環境であれば利用可能．閲覧無料．

・GIDASにユーザー独自の情報を登録可能（有料オプション）
GIDASの基本情報+ユーザー独自情報を重ね合わせる事で，多様な利用
が可能．

日本初のシステム

2010年12月20日より閲覧のみ運用開始



東北地盤情報システム研究会 5

ボーリングデータ
(国,自治体,企業)

地
図
・
地
質
情
報

災
害
履
歴
情
報

個人作成情報

みちのく
GIDAS

宮城県沖地震(1978)
岩手・宮城内陸地震

(2008)
写真，震度分布，
被害報告書PDF

随時追加中！

20万分の1地勢図
2万5千分の1地形図
東北地方デジタル
地質図(東北全域)
表層地質図(宮城県)
微地形区分図(宮城県)

実装済：国土交通省 Kunijiban (7500本)
交渉中：宮城県(5000本)

福島県，秋田県

写真，図面，データ

とうほく地盤情報データベース
「みちのくGIDAS(ジーダス)」
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運営協議会総会（2010年12月13日現在）

会 長：公益社団法人 地盤工学会 東北支部長

副会長：国土交通省東北地方整備局 企画部長

委 員：東北大学

国土交通省東北地方整備局

宮城県土木部

東北建設協会

(社)東北地質調査業協会

(社)建設コンサルタンツ協会 東北支部

(社)宮城県宅地建物取引業協会

東北電力(株)
東日本高速道路(株) 東北支社

NTTインフラネット(株) 東北支店

みちのくGIDAS(ジーダス) 運営体制

東北の産学官の
総力を挙げて

システムを構築
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1978年宮城県沖地震の被害 ＋ 表層地盤区分図

被害写真の閲覧

表層地盤区分と被害形態の関係が位置
関係と写真から把握できる．
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N値≧30深度と78年宮城県沖地震被害建物の空間分布
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地盤情報（ボーリングデータ）

国土交通省のKunijibanデータ7000本
を収録済．データファイルを出力可．
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災害情報（岩手・宮城内陸地震など）

加速度分布推定図，現地踏査写真，
報告書のPDFデータ，地震波形記録
などを多彩に収録．
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登録ユーザーの独自レイヤー

座標情報付きの写真，画像，データの登録

写真・画像 ：jpeg形式．座標情報は必須．方角情報
があれば撮影方向も表示．
GPS・電子コンパス内蔵カメラ必要．
一括登録が可能．

ボーリングデータ：xml形式（電子納品と同形式）．

その他データ ：pdf形式ファイルを登録，リンクして
表示．

導入のメリット

・導入時のシステム開発コストが不要．

・電子納品のファイル形式と同一．そのまま登載可能．

・多彩な地盤情報と独自情報の重ね合せ．
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統合化地下構造
データベース

東北地盤情報システム
(GIDAS)

地盤・地質情報

災害履歴情報

地図情報

提供データ A

独自データ A

公
開

非
公
開

とうほく地盤情報システム運営協議会
(地盤工学会東北支部，東北建設協会ほか)

・利用環境の提供
・システムのメンテナンス
・既存データの電子化支援

一般ユーザー
・無料にてデータを閲覧できる

登録ユーザー
・オプション機能が使用可能（有料）

管理

リンク

防災科研DB

土木研究所DB

産業総研DB

他団体DBリンク

東北地盤情報システムの概念図
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地盤情報システム活用例

・企業向け
施工事例PR
現場写真の共有化
現地踏査時の写真位置管理
ボーリング調査前の試算
宅地耐震診断
植生・生態・水質調査の位置管理

・自治体向け
社団法人 全国地質調査業協会連合会 報告書

地盤情報の活用と新ビジネス －地盤情報の資源化への道のり－ を参照

・個人向け
居住地域の地盤情報の把握

居住地域に生じた過去の地震・地盤災害
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横浜市の地盤情報システム活用事例

（横浜市）行政地図情報提供システム

・地盤地図情報「地盤View」
横浜のボーリング調査に関する情報

・わいわい防災マップ
予測震度，液状化危険度，延焼危険区域，航空写真など

・区民生活マップ（区ごとのページにジャンプ）
緊急避難場所，病院，公園，学校，保育所，観光名所など

・まちづくり地図情報
都市計画による用途地域，建築基準法道路種別，制限内容など

・固定資産税路線価
・道路台帳・認定路線図
・公共下水道台帳・公共下水道供用開始区域
・キッズページ

公園案内，昆虫採集のやり方など
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により活用方法は無限大有りそうで無かった独自レイヤー
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2. システム開発の経緯と目的
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平成18年7月より科学技術振興調整費重要課題解決型研究
「統合化地下構造データベースの構築」を開始．

（独）防災科学技術研究所
（独）産業技術総合研究所
（独）土木研究所
（社）地盤工学会

以上の機関が協力して，各機関に散在する地下構造データをネットワー

ク経由で連携することができるシステム開発を行う．

表層から深部に至る地下構造の地球物理学的情報，地質学的情
報を統合的に収集・管理し，広くデータ利用可能とする仕組み．

統合化地下構造データベース開発の経緯

・ 地下構造情報は国民の共有財産．公開の義務．

・ 地下構造データは各府省・自治体・関係機関に散在し，
一部は逸散の危機（廃棄・死蔵）にある．
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統合化地下構造データベース

テーマ1 テーマ2 テーマ3

・(社)地盤工学会，(社）東北建設協会は，表層地盤情報データベース
の連携及び普及活動を行う．

防災科学技術研究所，産業技術総合研究所，土木研究所が，それぞれ
データベースを構築し，ネットワークを介して統合．
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国土交通省の動き

• Kunijibanボーリングデータ（約7.5万件）

• 港湾版土質データベース（約3万件）

• 地盤情報提供システムの構築（KuniJiban）
• 河川・道路・港湾周辺データ

→地域的偏りがある．改善が必要．

五道，国土交通省が目指す地盤情報の集積・利活用の課題
と今後の取り組み，JACIC情報 86 2007 Vol.22 No.2 

• 関係機関との連携

→「（社）地盤工学会や各協議会と協力し，全国的に国の機関

をはじめとした関係機関（公共機関，学会，協議会）に対して，
国土交通省が中心となって連携を働きかける必要がある．」
（本文抜粋）

国も地盤データベース
を整備したい意向
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地盤情報データベース全国の動向
五道，国土交通省が目指す地盤情報の集積・利活用の課題と今後の
取り組み，JACIC情報 86 2007 Vol.22 No.2 に加筆・変更

CD-ROM
1.3万本（H18)

東北6県
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ボーリングデータ
(国,自治体,企業)

地
図
・
地
質
情
報

災
害
履
歴
情
報

個人作成情報

みちのく
GIDAS

宮城県沖地震(1978)
岩手・宮城内陸地震

(2008)
写真，震度分布，
被害報告書PDF

随時追加中！

20万分の1地勢図
2万5千分の1地形図
東北地方デジタル
地質図(東北全域)
表層地質図(宮城県)
微地形区分図(宮城県)

実装済：国土交通省 Kunijiban (7500本)
交渉中：宮城県(5000本)

福島県，秋田県

写真，図面，データ

とうほく地盤情報データベース
「みちのくGIDAS(ジーダス)」



東北地盤情報システム研究会 22

3. 収録データ例
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データ（背景図）

データ名 内 容

東北地方デジタル地質図 東北地方に分布する全ての地層の地層名や岩相、
時代や硬軟区分が閲覧できるGIS地質図

精度20万分の1、2006年(社)東北建設協会発行

宮城県地震地盤図 1978年宮城県沖地震後に作られた地盤図．

微地形区分図・表層地盤区分図・地震地盤解析
基礎図（縮尺＝5万分の1）からなる．昭和60年
宮城県発行．

20万分の1地勢図 国土地理院発行

2万5千分の1地形図 国土地理院発行

行政界・海岸線 国土数値情報データ
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データ（主題図）

データ名 内 容

ボーリング柱状図
国交省TRABIS：約7000本
地方自治体・団体の所有データ：検討中

地盤工学情報 検討中

地盤工学解析図 地震地盤解析基礎図

地図情報 ダム，発電所，天然記念物など

災害情報

1978年宮城県沖地震：実装済
1983年日本海中部地震：検討中
2003年宮城北部地震：検討中
2008年岩手宮城内陸地震：実装済
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東北地方デジタル地質図

仙台市周辺を拡大



東北地盤情報システム研究会 26

表層地盤区分図
（宮城県のみ）

仙台市周辺を拡大
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微地形区分図
（宮城県のみ）

仙台市周辺を拡大
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20万分の1地勢図

2.5万分の1地形図
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Kunijiban＋宮城県＝12000データ ボーリングデータをPDFで出力可
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地震地盤解析基礎図
（宮城県北部のみ）

石巻市周辺を拡大
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岩手・宮城内陸地震被害報告書の内容
を網羅．被害写真，報告書，地震波形
記録などを収録．
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被害写真の
閲覧

1978年宮城県沖地震被害記録
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